
学校評価シート 

 

 

Ａ よくできている  Ｂまあまあできている  Ｃ あまりできていない  Ｄ できていない 

項
目 

経営 
目標 

本年度の 
重点 

具体的な
方策 

評価 教師の自己評価 

学校関係者 
評価記入欄 

学校の見
解と改善
策 評価 コメント 

豊
か
な
心
の
育
成 

思 い
や り
の あ
る 子
供 を
育 成
す
る。 

東京都人
権尊重教
育推進校
として、ハ
ートフル
河辺プラ
ン（人権教
育の実践）
の充実を
図る 

 

 

道徳の時
間を要と
し、自分を
大切にし、
他者を思
いやる
心・地域や
社会に貢
献する態
度を育て
る。 

思 い や
り・生命尊
重・勤労な
どを重点
化し、日々
の道徳授
業を一層
充実させ
る。 

Ａ30.0% 

 

Ｂ60.0% 

 

Ｃ 3.3% 

 

Ｄ 0.0% 

 

無 6.7% 

○道徳の授業に人
権を組み込み、国
語や生活の中で
も、考えた。 

○ハートフル合言
葉を個人や、クラ
ス全体で考えた。 

○通級では、自立
活動の中で自己肯
定感の育成を図っ
ている。 

Ａ62.5% 

 

Ｂ25.0% 

 

Ｃ 0.0% 

 

Ｄ 0.0% 

 

無 12.5% 

○登下校時の安全
パトロールや地域
のお祭り等の行事
を通して児童を見
るに、友達に対す
る思いやりや優し
さを感じる。 

●家庭・地域へ理
解を高める活動の
推進を図ってほし
い。 

◎ 日 々
の 道 徳
授 業 の
充 実 を
図 る と
ともに，
家庭・地
域 と の
連 携 を
図り，心
の 教 育
を 推 進
し て い
く。 

 

 

◎ あ い
さつ・返
事・言葉
遣 い な
ど，言語
に つ い
て の 意
識 を 高
め，言語
環 境 の
整 備 を
図 っ て
いく。 

 

 

◎ 家 庭
や 地 域
と よ り
一 層 の
連 携 を
図り，児
童 一 人
一 人 に
地 域 の
一 員 で
あ る と
い う 意
識 付 け
をし，地
域 社 会
に 貢 献
す る 態
度 を 育
成 し て
いく。 

正しい言
葉づかい
（くん・さ
んづけ）の
徹底を図
る。 

Ａ40.0% 

 

Ｂ50.0% 

 

Ｃ10.0% 

 

Ｄ 0.0% 

 

無 0.0% 

○クラス全体でも
呼び捨てに敏感に
なり、なくなって
きている。 

●適宜指導をして
いるが、なかなか
浸透しない。 

●児童の自己評価
結果から意識の低
いのがわかった。
指導を徹底する。 

Ａ50.0% 

 

Ｂ50.0% 

 

Ｃ 0.0% 

 

Ｄ 0.0% 

 

無 0.0% 

●スポーツなどに
参加する子供たち
は、呼び捨てが多
い。 

●相手を思いやる
心、言葉の基本形
を身につけるた
め、家庭や地域で
あいさつできる協
働での環境づくり
が大切。 

月ごとの
生活指導
目標をも
とに、きま
りを守り、
あ い さ
つ・返事な
どが、きち
んとでき
るように
規範意識
をはぐく
む。 

Ａ26.7% 

 

Ｂ66.6% 

 

Ｃ 6.7% 

 

Ｄ 0.0% 

 

無 0.0% 

○月ごとの目標を
週ごとに重点化し
て取組み、意識化
していった。児童
は廊下歩行など、
きまりを守った。 

●あいさつ、返事
が全体として、あ
いまいになりがち
であった。教師が
手本を示し、学級
全体に徹底してい
く。 

Ａ62.5% 

 

Ｂ37.5% 

 

Ｃ 0.0% 

 

Ｄ 0.0% 

 

無 0.0% 

○あいさつのでき
る子供が多い。 

○児童は朝「おは
ようございます。」
日中は、「こんにち
は」とよくあいさ
つをしてくれる。 

○廊下ですれちが
ったとき、私たち
にもあいさつする
児童が増えてき
た。 

学校や地
域・社会に
かかわる
ボランテ
ィア活動
の充実を
図る。 

Ａ23.3% 

 

Ｂ33.3% 

 

Ｃ23.3% 

 

Ｄ 3.3% 

 

無 16.7% 

○あすなろ会の人
たちと一緒に校庭
をきれいにする活
動を行い、意欲的
に参加した。 

●３学期に自分た
ちにできることを
考え、ボランティ
ア活動させたい。 

Ａ37.5% 

 

Ｂ50.0% 

 

Ｃ12.5% 

 

Ｄ 0.0% 

 

無 0.0% 

○水辺のフォーラ
ムに毎回多くの先
生が参加し、環境
を大切にする気持
ちを育んでいる。 

●地域での活動に
保護者に積極的に
参加する動機づけ
を行ってほしい。 

教師の人
権感覚（言
語・掲示物
等）を磨
き、教師と
子供との
心の交流
を図る。 

Ａ40.0% 

 

Ｂ60.0% 

 

Ｃ 0.0% 

 

Ｄ 0.0% 

 

無 0.0% 

○掲示物に誤りが
ないかを確認し、
作品にコメントを
つけて掲示した。 

○日記や声かけを
通じて心の交流を
図った。 

○学習を振り返ら
れるよう掲示を工
夫している。 

Ａ75.0% 

 

Ｂ25.0% 

 

Ｃ12.5% 

 

Ｄ 0.0% 

 

無 12.5% 

○教師の熱意がと
ても感じられる。 

○先生方の言葉遣
いは非常にていね
いで、子供たちの
良い手本になって
いると思う。掲示
物も見やすく大き
く書いてあり、配
慮がうかがえる。 

＜学校経営方針の重点＞ 

１ 豊かな心の育成        ２ 基礎学力の向上 

３ 家庭地域との連携       ４ 特色ある教育活動の推進 



 

 

 

Ａ よくできている  Ｂまあまあできている  Ｃ あまりできていない  Ｄ できていない 

項
目 

経営 
目標 

本年度の 
重点 

具体的な
方策 

評価 教師の自己評価 
学校関係者 
評価記入欄 

学校の見
解と改善
策 評価 コメント 

基
礎
学
力
の
向
上 

基 礎
学 力
の 定
着 を
図
る。 

学ぶ意欲
を高め、基
礎学力の
向上を図
る。 

指導方法
（発問・板
書）や学習
形態など、
授 業 を
日々工夫
し、ねらい
を達成し、
よくわか
る授業を
実践する。 

Ａ33.3% 

 

Ｂ60.0% 

 

Ｃ 0.0% 

 

Ｄ 0.0% 

 

無 6.7% 

○毎回の授業で振り返

り、児童の反応をもと

に改善点を挙げ、次に

生かす工夫をした。 

○見やすくわかりやす

い板書を心がけた。 

○子供の心と知識を豊

かにする本を選定し、

多くの本を読み聞かせ

した。 

○ノート、板書、パソ

コンを活用し、興味に

合わせた授業を行って

いる。 

Ａ87.5% 

 

Ｂ12.5% 

 

Ｃ 0.0% 

 

Ｄ 0.0% 

 

無 12.5% 

○昔と比べ学習方法

が違い、非常にわか

りやすくてよいと思

う。 

○板書もきれいに、

ていねいに書かれて

おり、ポイントをお

さえた授業は見てい

てわかりやすかっ

た。授業風景を見て

いて、工夫のあとが

見られる。 

◎ 授 業
時 間 の
確 保 と
指 導 方
法 の 工
夫 を 行
い，基礎
学 力 の
向 上 を
図る。 

 

 

◎ 児 童
一 人 一
人 を 大
切 に し
た，よく
わ か る
授 業 づ
く り に
努める。 

 

 

◎ 体 験
的 な 学
習 活 動
を 積 極
的 に 取
り入れ，
成 就
感・達成
感 の 得
ら れ る
授 業 を
行 っ て
いく。 

 

 

◎ 来 年
度も，児
童 の 学
ぶ 意 欲
を 高 め
る 環 境
を 整 え
ていく。 

計算タイ
ムの実践
を分析、評
価し、基礎
学力を定
着させる
とともに、
学習の日
常化を図
る。 

Ａ43.3% 

 

Ｂ33.3% 

 

Ｃ 3.3% 

 

Ｄ 3.3% 

 

無 16.7% 

○間違いはすぐに直さ

せ、つまずきを常に確

認し、指導した。 

○毎日１００問計算を

３分間の制限時間で行

い、一人一人の成長を

実感できるようにし

た。 

○計算タイムで、課題

があったときは、宿題

を出し、課題の克服を

図った。 

Ａ75.0% 

 

Ｂ25.0% 

 

Ｃ 0.0% 

 

Ｄ 0.0% 

 

無 0.0% 

○学力を定着させる

ために、間違いをす

ぐに直させ理解を深

めたり、児童の実態

に合った問題の作成

など、基礎学力の定

着、向上のために工

夫している。 

○「継続は力なり」

との言葉にあるよう

に今後も続けてほし

い。 

体験的な
学習活動
を取り入
れ、学ぶ意
欲を高め
る。 

Ａ40.0% 

 

Ｂ56.7% 

 

Ｃ 0.0% 

 

Ｄ 0.0% 

 

無 3.3% 

○草笛教室、校庭の葉

っぱの学習、昔遊びの

学習など、児童が意欲

的に取り組めた。 

○稲刈り、見学、交流

会の準備など、体験活

動を多く取り入れた。 

○通級指導では、料理、

工作等、様々な体験活

動を取り入れた。 

Ａ75.0% 

 

Ｂ12.5% 

 

Ｃ 0.0% 

 

Ｄ 0.0% 

 

無 12.5% 

○限られた時間の中

で、五感や体で感じ

る学習活動は、意欲

を高めることになる

ので、今後も多く取

り入れてほしい。 

●これから「英語」

「理科」にも力を入

れてもらいたい。 

校舎内外
（教室・廊
下・学年掲
示・学級
園・畑等）
において、
学ぶ意欲
を高める
環境づく
りを図る。 

Ａ33.3% 

 

Ｂ60.0% 

 

Ｃ 6.7% 

 

Ｄ 0.0% 

 

無 0.0% 

○学級、学年園で数々

の野菜を育てた。水遣

り、観察などすすんで

活動した。 

○教室内の整理・整頓

に心がけ、落ち着いた

環境で学習に取り組め

るようにした。 

○やさしい心の潤いと

学習意欲を高めるた

め、掲示物の工夫や、

草花や季節の飾りを配

するなど、校舎内外の

環境づくりに努めた。 

○詩の視写を毎月続

け、掲示した。 

●畑での活動があまり

できなかった。 

Ａ62.5% 

 

Ｂ37.5% 

 

Ｃ 0.0% 

 

Ｄ 0.0% 

 

無 0.0% 

○掲示物の配慮はよ

いと思う。 

○学級園や畑は草取

りなど整備が行き届

いている。 

○取り組みの様子や

楽しさが写真等で掲

示され、来校者にも

よくわかる。 

 

＜学校経営方針の重点＞ 

１ 豊かな心の育成        ２ 基礎学力の向上 

３ 家庭地域との連携       ４ 特色ある教育活動の推進 



 

 

 

 

Ａ よくできている  Ｂまあまあできている  Ｃ あまりできていない  Ｄ できていない 

 

 
 
 

経営 
目標 

本年度の 
重点 

具体的な
方策 

評価 教師の自己評価 

学校関係者 
評価記入欄 

学校の見
解と改善
策 評価 コメント 

家
庭
・
地
域
と
の
連
携 

家 庭
地 域
と の
信 頼
を 深
め 、
開 か
れ た
学 校
づ く
り を
図
る。 

家庭・地域
への説明
責任を果
たし、地域
の教育資
源を生か
していく。 

学校・学
年・学級だ
よりを工
夫したり、
ホームペ
ージを順
次更新し
たりして、
教育活動
の様子を
家庭・地域
によくわ
かるよう
に適切に
伝えてい
く。 

Ａ33.3% 

 

Ｂ63.3% 

 

Ｃ 0.0% 

 

Ｄ 0.0% 

 

無 3.3% 

○学級便りに児童
全員の作品を多く
載せることで、学
習内容を家庭でも
把握できるように
した。 

○児童の学校での
様子がわかるよう
に、定期的に写真
や感想文、学習の
流れなどを載せて
いる。 

○HP の学年写真
等、たくさん載せ
るようにした。 

Ａ87.5% 

 

Ｂ12.5% 

 

Ｃ 0.0% 

 

Ｄ 0.0% 

 

無 0.0% 

○河辺小の便りや
ＨＰを見て、学校
の様子がよくわか
る。特に、「あゆみ」
を自治会の回覧板
で回しているの
は、小学生のいな
い家庭でも河辺小
の内容がわかり、
よい。 

○ＨＰは昨年より
改善されている。 

●ＨＰでは、トッ
プページに“ＮＥ
Ｗ”等の表示を入
れるとよい。 

◎ 家 庭
や 地 域
へ 教 育
活 動 の
様 子 を
伝 え る
ため，学
校 か ら
の 便 り
や Ｈ Ｐ
等 を よ
り 一 層
工夫し，
充 実 を
図 っ て
いく。 

 

 

◎ 来 年
度も，家
庭 や 地
域 の 声
を聞き，
参 考 に
して，積
極 的 に
教 育 活
動 に 生
か し て
いく。 

 

 

◎ 地 域
の 人 材
や 施 設
等 を も
っ と 活
用 し て
い け る
よ う に
工夫し，
指 導 計
画 を 作
成 し て
いく。 

児童によ
る評価、学
校運営連
絡協議会
での話し
合い、学校
関係者評
価などを
全教職員
で共通理
科し、児
童・家庭・
地域の声
を教育活
動に積極
的に生か
していく。 

Ａ16.7% 

 

Ｂ76.7% 

 

Ｃ3.3% 

 

Ｄ 3.3% 

 

無 0.0% 

○学級便りの一言
感想を授業参観や
行事の際に保護者
から聞き、参考に
している。 

○様々な話し合い
を全教職員で共通
理解することがで
きた。 

●評価は行った
が、今後の活動に
生かしていくとこ
ろまでは至ってい
ない。 

 

Ａ50.0% 

 

Ｂ37.5% 

 

Ｃ 0.0% 

 

Ｄ 0.0% 

 

無 12.5% 

○児童の声をよく
取り入れている。 

○評価に対して改
善の様子が見られ
る。 

●児童による評価
で「Ｄ」評価の項
目１０％を超えて
いるものは、ぜひ、
声かけ等、気にと
めて指導してほし
い。 

各学年に
おいて、学
期に二度
程度、地域
の人材や
地域の施
設等の活
用を図っ
た指導を
していく。 

Ａ23.3% 

 

Ｂ30.0% 

 

Ｃ16.7% 

 

Ｄ 6.7% 

 

無 23.3% 

○「あすなろ会」
の方たちには、昔
遊びで大変にお世
話になった。 

○自然アカデミー
の方と校庭を歩
き、校内にある自
然を再認識した。 

○学区内の工場を
保護者の協力で見
学することができ
た。 

○盲導犬理解授業
を地域の方を招
き、行った。 

○羽村特別支援学
校の先生による、
副籍児童の理解授
業を行った。 

Ａ62.5% 

 

Ｂ37.5% 

 

Ｃ 0.0% 

 

Ｄ 0.0% 

 

無 0.0% 

○五丁目のあすな
ろ会と１・２年生
で３回、校庭の掃
除と遊び会を行っ
た。あすなろ会、
子供共に楽しく過
ごすことができ、
このような事から
地域との連携を図
っていけばよい。 

○意欲的に取り入
れている。 

○地域での自然体
験や公共施設の見
学等を通して、集
団の一員としての
自覚や資質を高め
る活動を継続して
ほしい。 

＜学校経営方針の重点＞ 

１ 豊かな心の育成        ２ 基礎学力の向上 

３ 家庭地域との連携       ４ 特色ある教育活動の推進 



 

 

 

Ａ よくできている  Ｂまあまあできている  Ｃ あまりできていない  Ｄ できていない 

 
 
 

経営 
目標 

本年度の 
重点 

具体的な
方策 

評価 教師の自己評価 

学校関係者 
評価記入欄 

学校の見
解と改善
策 評価 コメント 

特
色
あ
る
教
育
活
動
の
推
進 

多摩川
に近い
立地条
件、青
梅マラ
ソンの
受付校
という
特色を
生かし
た教育
を推進
する。 

河辺川原
での自然
体験活動
やマラソ
ン大会な
どを充実
させる。 

生活科や
総合的な
学習の時
間等で、多
摩川での
自然体験
活動を位
置づけ、動
物（野鳥・
昆虫）・植
物観察・環
境理解学
習など、各
学年で工
夫して実
践してい
く。 

Ａ30.0% 

 

Ｂ40.0% 

 

Ｃ 6.7% 

 

Ｄ10.0% 

 

無 13.3% 

○自然環境アカ
デミーの方を招
き、多摩川での
野鳥観察や自然
観察を行った。 

○日本野鳥の会
の方を招き、野
鳥の学習を行っ
た。 

●３学期に行う
際に子供たちの
意識を高めてい
きたい。 

Ａ37.5% 

 

Ｂ50.0% 

 

Ｃ 0.0% 

 

Ｄ 0.0% 

 

無 0.0% 

○地域の環境を生か

した特色ある取組が

ある。 

○アゲハチョウの羽

化の観察は、児童に

とっても興味のある

内容だったと思う。 

○ヤマメの飼育を私

も実行していた。今

後も児童への学習支

援を頑張ってほし

い。 

●多摩川での体験学

習をもっと取り入れ

ていただきたい。 

 

◎ 学 区
内 に あ
る 多 摩
川 で の
体 験 学
習 を も
っ と 取
り入れ，
豊 か な
自 然 と
か か わ
り を も
つ こ と
で，環境
に つ い
て の 理
解 を 深
め て い
く。 

 

 

◎ 来 年
度も，愛
鳥 博 士
や 自 然
観 察 リ
ー ダ ー
を 育 成
し て い
く。 

 

 

◎ 体 育
授 業 を
はじめ，
マ ラ ソ
ン 大 会
や な わ
と び 大
会など，
運 動 の
日 常 化
を図り，
体 力 向
上 に 努
める。 

地域との
連携を深
めるとと
もに、愛鳥
博士（愛鳥
博士テス
トへの積
極的な参
加）や自然
観察リー
ダーを育
てていく。 

（愛鳥モ
デル校） 

Ａ16.7% 

 

Ｂ43.3% 

 

Ｃ23.3% 

 

Ｄ 3.3% 

 

無 13.3% 

○愛鳥博士テス
ト受験へ向け、
クラス全体で鳥
の名前の暗誦、
図鑑調べなど、
取り組んだ。 

●各教室に野鳥
図 鑑 な ど を 置
き、いつでも調
べられるように
したい。 

●リーダーを育
てるまではいか
なかった。 

Ａ62.5% 

 

Ｂ12.5% 

 

Ｃ25.0% 

 

Ｄ 0.0% 

 

無 12.5% 

○河辺小学校とし

て、特色ある取り組

みが見られる。 

○愛鳥標語やポスタ

ーコンクールなどで

入選するなど、普段

からの生き物に対す

る取組がうかがえ

る。子供の心の成長

にプラスになると思

う。 

○この活動はとにか

く素晴らしい。 

運動の日
常化を奨
励し、健康
の増進・体
力の向上
を図ると
ともに、青
梅マラソ
ン（ジュニ
アロード
レース大
会）への参
加を推進
し、本校の
マラソン
大会、なわ
とび大会
等を充実
させる。 

Ａ30.0% 

 

Ｂ53.3% 

 

Ｃ 6.7% 

 

Ｄ 0.0% 

 

無 10.0% 

○体育の時間に
５分間走の距離
やなわとびの１
分間の回数の記
録更新に取り組
ませた。 

○体育以外でも
マ ラ ソ ン 大 会
へ」向けて走る
機会を作った。 

○中休み、一緒
に大縄をするな
ど、積極的に体
を動かすように
させた。 

○ジュニアロー
ドレースの参加
者を増やした。 

○地域行事への
参加を積極的に
呼 び か け て い
る。 

Ａ75.0% 

 

Ｂ12.5% 

 

Ｃ12.5% 

 

Ｄ 0.0% 

 

無 0.0% 

○環境もよく、運動

方面の奨励は素晴ら

しいと思う。 

○いろいろ工夫して

努力しているのがわ

かる。 

○青梅マラソンに職

員も参加し、意識を

高めている。 

●全体的に体のバラ

ンスの悪い子供が多

く見られる。体力づ

くりを充実させてほ

しい。 

●授業以外の時間に

も多く児童と接する

機会をつくり、さら

にコミュニケーショ

ンを図ってほしい。 

＜学校経営方針の重点＞ 

１ 豊かな心の育成        ２ 基礎学力の向上 

３ 家庭地域との連携       ４ 特色ある教育活動の推進 


